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視覚文化における国際結婚79移民女性－韓国テレビドラマ『黄金花嫁』を中心に 
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1. はじめに 
 
グローバリゼーションの進展の中で、国境を越えた人の移動はその重要な問題の核をな
している。中でも近年、女性の国際移動の増加は「移民の女性化（feminization of 
migration）」として移民研究において関心を集めている。「移民の女性化」とは移民者の
うち少なからざる部分を女性が占めることになってきたということである。なかでも、相
対的に貧困状況にある第三世界の労動者たちの第一世界への労動移民は、新しい国際大移
動と呼ばれる現象となった。とりわけアジア地域はその傾向が強く、特に 1990 年代から
飛躍的な増加が見られた。その特色として男性移住労働者の家族としてではなく、女性が
単独で国際移住していること、家事労働者と再生産業に集中していること、アジア地域の
送り出し国・受入国ともに性別化された移民労働政策や計画を行ってきたことがあげられ
ている。日本においての外国人流入は 1980 年代後半にアジア人男性が増加するまでは、
アジア人女性と日本人男性の行政関与の結婚仲介による「アジア人花嫁」や東南アジア人
女性の性風俗産業従事による「じゃぱゆきさん」現象として始まる80。一方、韓国におい
ての外国人流入は、日本と同様で、1990 年代からの農村での嫁不足の解決策として「韓国
農村男性を結婚させよう」事業から始まる。なかでも、貧困状況にある第三世界からの国
際結婚移住女性の流入が上昇する81。したがって、第三世界の女性たちは、移住の手段と
して国際結婚を選択するケースも増える。このように国際結婚は、経済格差のある国境を
合法的に越えようとする人々にとって、戦略としての重要性を帯びる。国際結婚は人種と
国家、民族間の問題以外にも家父長制的な社会で女性がどのように手段化され私有化され
ているのかを明らかにしている。N・コンスタブルは、国際結婚移民現象が、階級や国籍、
エスニシティ、ジェンダーなどの点で自在な組み合わせを見せているのではなく、既存の、
また立ち現れつつある社会、文化的、そして政治、経済的な諸要因に規定されて生じてい
るという意味で、特定のマリッジ・スケープを形成していることを指摘する82。そのこと
は近年東アジアにおける国際結婚状況においても明らかであり、たとえば、アジアの内の
特定地域から、台湾や韓国、日本の農村部などに稼ぐ女性が増加している。しかし、結婚
を通じてなされる南から北への移動は、決して、豊かな国の成員との上昇婚を遂げようと
する個人の意思や戦略によってのみなされるわけではない。そこには、経済的な諸要因の
ほか、女性に期待される家事や介護を含む再生産労働の国際分野の問題や、双方の社会の
                                                  
79 Cross-cultural marriage.「国」よりも「文化」「民族」の違いが重要という視点から、英語では
International marriages （国際結婚）より、Intercultural marriage（異文化結婚）、Interracial 
marriage（異民族・人種間結婚）という表現の方が妥当という主張がある。両者を含めて、
Intermarriages（異文化・異民族結婚）とも表現する。詳しくは[Cahill 1991:4-5] 
筆者は、第三世界からの移住女性たちが移住の手段の一つとして選択する異文化・異民族間の婚姻の意
味として使用する。 
80 宮島喬「マイノリティと社会構造」、梶田孝道編『国際社会④マイノリティと社会構造』、東京大学出
版会、2002 年。 
81 Hyun Mee Kim, ”Migrant and Multiculturalism,” in Journal of Contemporary Society and 
Culture,26:2008,pp57-78. 
82 Nicole Constable, ed., Cross-Border Marriages: Gender and Mobility in Transnational Asia. 
University of Pennsylvania Press, 2005. 
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内部におけるジェンダーや親族関係の変容、他者への眼差しなどが複雑に交差しあってい
る。 
本稿では、上記の状況を踏まえた上で、韓国の中で生きている国際結婚移住女性を視野
に入れ、マイノリティと社会構造の関連を問いたい。さらに、韓国社会における国際結婚
移住女性の増加は、「韓国人性」に対する新たな問題を提議する。すなわち、定着と出産を
意味する結婚という制度に入る移住女性の存在は、単一民族性を重視してきた「韓国人性」
に対する深刻な問題を提議するものとして現れる。キム・ウンシルは、「女性が参加する移
住労働は、多くの場合が身体、性による出産などを通じて国民国家を崩壊させることがで
きる潜在的な危険性を持つ83」。と主張する。ここで、筆者は国際結婚移住女性の存在につ
いて韓国メディアが国際結婚移住女性たちをどのように表象・代表・再現しているのかを
分析する同時に、家父長制的な家族制度のなかで移住女性に求められるセクシュアリティ
に関して考察する。具体的なテキストとしては、ベトナム人女性が韓国人男性と国際結婚
し、韓国社会に定着する過程を描いたテレビドラマ『黄金花嫁』を中心に、国際結婚過程
においての移住女性への眼差し及び、韓国の多文化政策における「多文化家族」がドラマ
というメディアの中でどのように再現されているのかを考察する。 
 
2. 韓国における国際結婚と多文化家族による家族構造の変動 
 
急速なグローバル化とともに女性の国際移動が増大する中で、不法移住女性に対する人
権侵害や人身売買問題、移住が送出国と流入国の発展に及ぼす影響、移住女性のエンパワ
ーメントなど多様な問題が国際政策の主要議題として登場している。 韓国では労働移住や
婚姻移住などを通して流入するアジア女性移住者数が年々増加している。中でも、露骨に
商業化された形態の国際結婚は、結婚が成立して実際移住がなされる過程でも多くの問題
や危険を内包している。歪曲された配偶者に対する情報、人身売買的要素、結婚仲介業者
の横暴などが代表的な危険要素である。移住女性に対する暴力はその過程での問題だけで
終わるのではない。 経済的な問題だけでなく、多くの移住女性らが性的虐待、殴打のよう
な身体的虐待、再生産労働領域における大きな負担、文化・民族的差異などについての言
語・情緒的な虐待を経験している84。また、このような極端な状況とは別に、国際結婚の
問題は多文化家族に対する認識問題にも関わる。例えば、過去から問題視されている「混
血児」の問題とともに国際結婚の増加に伴う子供たちの問題がある85。 
韓国では家族と関連した二つの大きな変化が社会問題として提起された。一つ目は、韓
国女性の未婚率の増加と出産率の低下である。2000 年には 25－29 歳の女性未婚率は 37％
で高い数値を示している86。出産率は、1985 年にはすでに 1.7 に低下したし、2004 年に
は 1.16 に激減した。「韓国女性の出産ボイコット」と呼ばれるこのような現象により、韓
国家族の父系的（patrilineal）性格も変化しているとキム・ミンジョンは指摘している。
二つ目は、国際結婚の増加である。特に、韓国人男性による国際結婚が多数を示している。
                                                  
83 キム・ウンシル 「グローバル化、国民国家として女性のセクシュアリティ」『女性学論集』、19 号、
22-46 頁。 
84 安貞美「韓国における移住女性－映画『she is』を中心に」、千葉大学院研究プロジェクト『身体・文
化・政治』、2008 年、85-96 頁。 
85 かつて韓国では、いわゆる国際結婚、あるいは自国民と外国人の内縁的な家族関係は、韓国に展開す
る米軍基地の軍人と韓国人女性との組み合わせであり、国籍とジェンダーの点で現在とは正反対のパタ
ーンが大部分を占めていた。韓国とアメリカの間にある圧倒的な政治経済的格差のもと、さまざまな状
況のもとで米軍軍人と関係を結んだ韓国女性たち（多くが貧しい階層の出身である）は、民族的な「純
血」性を好む韓国社会においてスティグマを負わされ、子供たちは「混血児」というレッテルを貼られ
蔑視されていた。徐阿貴 2007. 
86 韓国女性研究院 女性通計 DB. 
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2006 年には全体結婚件数の 11.9%である 35,650 件が国際結婚であった。そのなかの 76.1%
が韓国人男性と外国人女性との結婚である。特に、農漁村地域では、同年度に結婚した男
性の 41％である 3,525 名が国際結婚をしたが、多くがベトナム、フィリピン、タイなどの
東南アジア国家の女性と結婚している87。このように韓国において国際結婚は、韓国の農
漁村地域の男性を中心に行われていると言っても過言ではない。それはキムも述べている
ように、韓国の農漁村地域の男性は特に、家事や父系拡大家族を維持してくれる花嫁を求
めて国際結婚を選択するからである。したがって、韓国家族の父系性は国際結婚によって
維持されようとしている。しかし、キムは、韓国男性の国際結婚は韓国家族の父系的性格
を強化するのか、という指摘に対し、全般的に韓国社会は、家族の関係や道徳を脱権威的
で性平等的な方向へ変化させようとしている、と反論する。またフィリピンを始めとした
東南アジア文化圏の親族認識は、父系に従わないような、より性平等的な両側体系（bilateral 
system）であるため、妻らが父系体系を受け入れるには限界があると述べている。 
グローバル化の影響は国家ごとに異なる形で現れ、今日の国際移住増加を助長している。
国内においても、地方は中央とは違い、グローバル化による否定的な影響を一層多く受け
ることになる。特に、地方社会の経済力の下落は、農村共同体の再生産危機を通じてより
増幅される。韓国の農家人口は 1975 年以来マイナス成長をし始めた。全体農家中、営農後
継者がいる比率は 1990 年代すでに 16.4%と低い状態だったが、2005 年になると 3.6%でほ
とんどゼロに近い。したがって、早くも 1990 年度から韓国系の中国人（朝鮮族）との国際
結婚が「農村興し」の一環として推進されている。地方や農村での国際結婚に対する視線
は、肯定的だけではなく、時には否定的であり、切迫的となることさえある。地方新聞の
論説委員は、「外国人花嫁は、地域で子供の泣き声を聞かせ、農村男性の営農意志を生かし、
高齢の舅の介護など農村社会の活躍素の役割を固くやり遂げている88」と移住女性を誉め
そやしている。国際結婚においては、移住女性が韓国農村で必要な存在であることが強調
されながらも、国際結婚過程においては、韓国農村男性を消費者として見る視線もまたあ
る。このように、韓国では現在、移住女性および多文化家族に対する問題が社会的に大き
く浮び上がっている。移住女性、多文化家族に対する既存の認識は、問題解決において大
きな障害になっている。今まではこのような問題を無視してきたため、その副作用が放置
されたままであったが、現在では、問題を解決するために各地で努力がなされている。こ
のような努力は、韓国メディアにも窺うことができる。その代表的なテレビドラマが『黄
金花嫁』である。 
韓国ドラマ『黄金花嫁』は、ベトナムから国際結婚を通じて韓国に流入した移住女性を
主人公に、韓国社会のなかで生き移住女性の姿及び多文化家族を描き出している。韓国制
作放送局 SBS は、国境を越えてソウルに嫁にきたベトナム人女性の波乱万丈なラブストー
リーを通じて、この時代の夫婦、家族間に和解と絆が成立する感動のドラマを提供してい
る89。韓国で制作されたテレビ番組に混血児または外国人が登場するようになったのは近
年のことである。ソウルオリンピック以前の韓国テレビ番組では、外国人の出演はまれな
ことであった90。しかし、近年においては、中国をはじめ東アジアから国際結婚を通じて
流入した移住女性たちが韓国社会で顕著な比重を占めるに至り、テレビでも彼らを登場さ
せる番組はますます増加している。  
 
                                                  
87 法務部『出入国管理統計年簿』、2006 年、461 頁。 
88 『韓国カンウォン都民日報』、2005 年 10 月 11 日。 
89 ドラマ『黄金花嫁』公式ホームページ：http://tv.sbs.co.kr/goldbride/ 
90 キム・ミョンヘ、「『黄金花嫁』における韓国の民族的情景」、韓国放送映像産業振興院、2007 年。 
http://www.kbi.re.kr 
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3. ドラマ『黄金花嫁』の内容分析 
 
3-1. あらすじ 
 
ドラマ『黄金花嫁』は、ベトナム人と韓国人の
ライタイアン（混血児）である主人公のジンジュ
（イ・ヨンア）が韓国語を勉強している姿から始
まる。彼女は、ベトナムにある韓国国際結婚斡旋
業社で通訳及びガイドとして働いている。「ジンジ
ュ」という名は、二歳のときに、別れた韓国人の
父が付けてくれた名前である。その名のとおり真
珠のように清らかで純粋な女性として描かれてい
る。ジンジュの母は自分を捨てた男を思いながら、
韓国人牧師の家で家政婦をしながらジンジュを育
てる。ジンジュにとっては母だけが唯一の身寄り
である。混血児といじめられてもいじけずに明る
く育ち、義侠心に厚く、決めたことは最後までや
り通す信念の持ち主である。その上、誰にも負け
ない孝行娘として描かれている。母の望みをかな
えるため国際結婚を決意する。 一方、韓国では、
ソウル大を卒業したエリート、カン・ジュンウ(ソン・チャン)が付き合っていたオク・ジ
ヨン(チェ・ヨジン)に裏切られ金持ちの男と鞍替えされた衝撃で、3 年間恐慌障害を病んで
いる。 それを辛い気持ちで見守っていた彼の母チョン・ハンスク(キム・ミスク)は、ベト
ナム女性と結婚させて息子の心を変えようとする。 ベトナムに嫁の候補者を探しに行った
チョン・ハンスクはそこで生まれたでジンジュ（イ・ヨンア）と息子を結婚させる。要約
すると、ドラマ『黄金花嫁』は、ベトナム人と韓国人の混血児である主人公のジンジュ（イ・
ヨンア）が韓国人の周辺化された男性との国際結婚をきっかけに韓国へ移住し、多文化家
族を形成し、その中で様々な葛藤を抱えながら生きていく姿を描いている、従来なかった
ドラマである。 
 
3-2．登場人物分析及び葛藤構造分析 
 
■ヌエン・ジンジュ（女 20 代前半）役／イ・ヨンア 
ベトナム国籍を持つ“ライタイアン”。ベトナムの結婚情報会社グ
ローバルウェディングの通訳者。混血児といじめられてもいじけず
に明るく育ち、義侠心厚く、決めたことは最後までやり通す信念の
持ち主。母の望みをかなえるため韓国行きを決意する。 
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■カン・ジュヌ（男 20 代後半）役／ソン･チャンウィ 
零細食品会社、ソマン食品の一人息子。 母の期待が重くのしかか
るエリートで猪突猛進型。全女性が望む結婚条件を具備した温厚で
理知的男性。過去の失恋の痛みから立ち直れず引きこもりオタク
に。母親の策略でジンジュと結婚する羽目になる。  
■チョン・ハンスク（女 50 代初め）役／キム・ミスク 
ジュヌの母。うだつの上がらない亭主と昔の恋人で実業家のソンイ
ルとを比べては引け目を感じている。頼りは息子ばかりと全力投球
するも期待通りには運ばない。ジュヌの事情が事情なだけにそれは
秘密にしたまま、仕方なくジンジュを嫁として迎えるが不満。 
■カン・ウナム（男 50 代半ば）役／カン・シニル 
ジュヌの父、ハンスクの夫。 ソマン食品の社長。 野暮ったく無口
だが思慮深くて家族思い。牛のように黙々と工場で働いてきた。金
の苦労の絶えない妻の愚痴に頭が上がらない。常に義父の味方であ
り、よき理解者である嫁のジンジュと一緒に「伝統餅」を復活させ
ようとする。 
■キム・ソンイル（男 50 代半ば）役／イム・チェム 
国内屈指の食品会社、ウェルビーイングフードの社長。ヨンミン、
ヨンスの父、オッキョンの夫である。学生時代同じ町で育った女性
ハンスクと恋人同士になったが、大学進学のためソウルに上京し、
この二人の手紙の配達をしていたオッキョンの策略に掛かり彼女
と結婚した。 
■ヤン・オッキョン（女 50 代初）役／キョンミリ 
ヨンミン、ヨンスの母。ソンイルの妻。ハンスクの高校の後輩で姉
のように慕っていたが、ソンイルに片思いして結局横取りしてしま
った。生来の美貌に上流階級の品位が備わっている。同窓会で夫の
自慢話をしてハンスクを苛立たせるが、子供同士の複雑な関係のせ
いでますます犬猿の仲になる。 
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■キム・ヨンミン（男 20 代後半）役／ソン・ジョンホ 
ソンイルとオッキョン夫婦の長男。大学卒業後アメリカ留学。MBA
取得を目指して勉強中。同じ留学生のジヨンに一目惚れし電撃結
婚。冷徹で理性的、家庭を守りながら企業の継承者、また長男とし
ての役目を果たしてきた。対人関係、仕事に対してつねに完璧主義。
しかし度が過ぎて潔癖症とも言われている。 
■オク・ジヨン（女 20 代後半）役／チェ・ヨジン 
ヨンミンの妻。ジュヌの元婚約者。上流階級に対する憧れが強い。
アルバイトで貯めた資金でシカゴへフードスタイリストの勉強に
行く。洗練された理知的な性分。上流階級御用達の伝統餅屋である
「緑地苑」でジンジュに出会い、ライバルとして対立する。 
 
出所 http://www.kntv.co.jp/prog/dra/p0320.php 
 
3-3．コンテクスト的分析 
- ドラマの中の移住女性及び多文化家族 
 
テレビは社会の重要な文化的道具の一つでる。テレビの中に再現されている人々の多様
なイメージ及び価値観は時代を支配するイデオロギーを反映しているとも言える。そのな
かでもドラマは、われわれの日常生活と密接な関連性を持っている。例えば、テレビドラ
マの中で再現される家族のイメージは一般的な家族イメージとして受け取られることもあ
り、ドラマの中で再現されるある母像がこの時代の普遍的な母像を表していることもある。
このようにドラマの中で再現される人物がわれわれの生活のなかで普遍的に存在する人物
と似る時、われわれはテレビドラマを見ながら多くの情報を得る。その場合、ドラマはわ
れわれの生活においてひとつのガイドの役割を果たし新しい行動方向を提示してくれる。
今日テレビドラマの比重が大きくなるにつれ、ドラマに登場する女性たちに対する関心も
高まり始めた。ドラマに再現される女性像は同時代の女性の姿であると同時に、ドラマの
中に現れる女性イメージは女性の社会化に重要な影響を及ぼす。 
ここでは、韓国テレビの中での移住女性について考えてみたい。韓国テレビでの外国人
の登場は主に正月、お盆などの祝日の特集番組に限られていたが、現在では地上波テレビ
番組の重要な要素となっている。しかし、このような外国人女性のテレビ出演に対しては、
白人女性に対する事大主義的91な視線、第三世界移住女性に対する優越主義的な視線とい
う形で両極化し、偏見を再生産している場合が多く見られる92。 
最近は、外国人移住女性の「愛」を素材とするドラマが多く見られるが、大部分が従順
な女性像を強調しながら、韓国の婚家に認められ社会の一員として編入される「良い女型」
または「シンデレラ型」93として描き出してる。 
                                                  
91 事大主義とは、自律的ではなく、自分より強い国家や勢力を無条件に受け入れようとすることを言う。
朝鮮時代中期には、中国に対する事大主義がはびこったりした（Wikipedia より）。 
92 韓国テレビの娯楽番組『美女たちのおしゃべり』とテレビドラマに登場する第三世界移住女性の比較
を参照せよ。 
93 コレットダウリングの『シンデレラ コンプレックス』によると、シンデレラ型の女性像とは、結婚
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-テレビドラマ『黄金花嫁』に見られる移住女性イメージ 
 
 
 
ドラマ『黄金花嫁』は、2005 年に放送された『ハノイ花嫁94』が注目を集めたことから
韓国における国際結婚移住女性らに対する理解を深めるため制作された作品とも言える。 
特に特集番組ではなく週末ドラマとして制作された点に、韓国における移住女性及び多文
化家族に対する関心度の高さが窺える。しかし、ドラマ『黄金花嫁』は国際結婚移住女性
を説明するのに幾つかの限界を有している。例えば、移住女性ジンジュのキャラクターは、
従来の韓国ドラマの「シンデレラ型」として再現されている。ドラマの始めでは、韓国人
の父親を探すために国際結婚を決心したベトナム女性ジンジュは経済的に貧しく、混血児
であることでいじめられたり、生活のために足マッサージ師を務めるなど、苦労をしなが
らも明るく、親孝行な優しい女性として描かれている。しかし、韓国に来てからは、外国
人登録証とクレジットカードも区別できない無邪気でまぬけな存在として再現される。さ
らに、ドラマの中盤までは歩き方、身なり、行動などから、単純に韓国語が下手な外国人
花嫁以上に、劣等な存在として描写されている。これは、第三世界からの国際結婚移住女
性に対する固定したイメージの再現である。さらに、最も大きな問題は、従来の韓国女性
が果たしてきた伝統的な韓国女性像を移住女性ジンジュのキャラクターに対して要求して
いることである。ドラマの題目からも分かるが、『黄金花嫁』は、価値のある花嫁及びベト
ナム人良妻賢母を意味する。つまり、韓国人夫の病気を治すため涙を流しながら頑張る女
性として描かれているジンジュの姿は、ドラマの中で物質主義、または自分の成功のため
に金持ちと結婚をし、自分の成功のために出産も避けている韓国人女性、オク・ジヨンと
対照的に描写されることで、韓国社会が国際結婚移住女性に要求する非物質的で犠牲的な
ものとなっている。昔のように従順でも、犠牲的でもなく、結婚や出産を避け、自己実現
に積極的な現在の韓国女性に代わるものとして、ベトナム女性は非現実的に理想化されて
いると言える。韓国ドラマは家父長制的な欲求を移住女性へ転移している。しかし、現代
のベトナム人女性も韓国女性のように自己開発のために努力しているにもかかわらず、ド
ラマの中で彼女を犠牲的な女性として再現しているのは彼女を過去に回帰させることにほ
かならない。韓国移住女性人権センターの代表であるハンクッヨンは、従順で犠牲的なベ
トナム女性像は「1800 年代のベトナム物語95」であると指摘している。もちろんドラマの
                                                                                                                                                  
前には、自立性もあり、主体的だった女性が、結婚することによって、依存的な性向を見せることを言
う。 
94 韓国放送局 SBS 制作、2005 年 9 月 19 日に特集劇として放映されたドラマ。 
ベトナム娘の波乱万丈ラブストーリー。 
95 『韓国中央日報』2007 年 10 月 19 日。 
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中でもジンジュは韓国伝統餅を習うために頑張っている。これは一見すると自己開発に励
む主体的な女性として描かれているように思われがちだが、彼女の行動は自分のためより
も婚家のためであり、夫のためである。このような犠牲的なジンジュの姿は、国際結婚を
選択した理由からも窺うことができる。それは、他人とは関係なく自分だけの欲望や情熱
を追求するオク・ジヨンと対比される。このようにドラマは、ベトナム女性を他者化して
いるが、その場合の他者とは、純粋で、物質的な欲望のない他者である。これはジンジュ
の母親象にも見ることができる。彼女は自分を捨てた韓国人夫を 20 年間、再婚もしないで
待ち続けながら、視力を失う前に一度だけ彼に会いたいと願っている。ドラマはそうした
彼女の願いを強調しながら、経済的に困難な状況にありながらも彼に物質的な期待をしな
い純粋な女性として彼女を描き出している。ジンジュと彼女の母親の非物質的な性向は、
物欲や欲望のために愛する彼氏を捨て金持ちの男と結婚したオク・ジヨンや他人の彼氏を
横取りし結婚するヤン・オッキョンとは異なる女性像を提示することでベトナム女性を他
者化し、偶像化することに一役買っている。   
 
4. おわりに 
 
韓国社会の中で国際結婚をめぐる問題が注目されたのは最近のことである。韓国社会は
国際結婚に対して否定的である。その理由は、国際結婚の歴史に端を発している。韓国戦
争以降、駐韓米軍基地に形成された基地村の韓国女性と米軍兵士との結婚が中心となって
国際結婚に対するイメージは否定的に形成されてきた。しかし、現在は、農村社会では 4
組中 1 組が国際結婚である96。国際結婚増加により韓国社会は多民族、多国籍社会への急
激な変化を経験しつつある。この数年間、韓国社会でもっとも多用されている言葉の一つ
が「多文化」である。だが、多文化社会あるいは、多文化主義とは何であるかについて十
分な議論がなされないまま、多くの問題点が表出している。なかでも、国籍については、
政府が現在進めている「多文化家族支援」は韓国国民が必ず含まれる家族への支援が中心
であるため、多くの移住労働者が排除されるという問題点がある。また、結婚を通じて移
住する女性は市民および国民の資格を同時に与えられうる者とみなされる。結局は、「韓国
民族の父系血統を守ること」が念頭に置かれた支援なのである97。さらに、国際結婚移民
女性への視線は男性中心的であり、「経済的理由で韓国男性と結婚した貧しい国の女性」と
いう差別的な視線で見られがちである98。 
前述したように、急激に増加する結婚移住女性を中心とする多文化家族に対する問題は
社会的に大きくクローズアップされている。特に、ホスト国における固定化された移住女
性のイメージは差別的であり、女性たちの様々な文化的背景や願望は認識されていない。
すべての女性たちが一元的な社会的マイノリティ・グループに恒久的に属していると捉え
られている。テレビドラマ『黄金花嫁』は、移住女性、多文化家族に対する既存の認識を
変えようとする、これまでにはなったタイプの代表的なテレビ番組とも言える。しかし、
『黄金花嫁』の移住女性の再現においては、温情主義的な視線にもかかわらず、相変らず
移住女性を劣等な存在として、または純粋な他者として描き出す装置が作動している。さ
らに、グローバルな資本主義体制なかで、女性と女性が互いに葛藤する様相を提示してい
                                                  
96 安貞美「韓国における移住女性－映画『she is』を中心に」、千葉大学院研究プロジェクト『身体・文
化・政治』、2008 年、85－96 頁。 
97 キム・ヨンオク「韓国の女性の国際結婚移住者と多文化家族」『移住女性労働者の人権保障を求めて』、
2007 年、34－35 頁。 
98 韓国文化と韓国語の習得を一方的に強要され、家族関係の一役割とみなされることで移民女性の主体
性は抑圧される。 
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る。女性間の階級や民族性の差異を強調することで、共有できる女性の経験、アイデンテ
ィティは喪失され、支配と被支配の関係の構図に行き着いてしまう。つまり、移住女性ジ
ンジュを純粋で犠牲的な存在として描きながら自己実現を重視する韓国女性のオク・ジヨ
ンやヤン・オッキョンを狡猾でエゴイスチックな存在として対比することで、韓国女性と
移住女性の双方を不当なイメージに定型化してしまっているのだ。また、家族のために努
力する移住女性を描くことで、韓国人女性からは期待できなくなった「献身」や「犠牲」
を移住女性らに強要することにもなる。テレビドラマでのこうした移住女性の再現は、自
己実現のための努力している多くの移住女性の欲望を無視しているだけではなく、移住女
性らのために活動しているホスト国の女性たちの努力も無視していると言える。さらに、
こうしたドラマは、移住女性間もしくは移住女性らとホスト国の女性らの間で為されるネ
ットワーキングや社会的な活動を再現していない。つまり、移住女性のあるがままの姿を
描くというよりは、韓国社会から要求される理想的な女性像を描くことで、家父長制的な
秩序を再確認しているのである。 
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